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改善方策

１０月 ２月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

適正 不明
不

適正

国語科・算数科の単元テスト平均７０％
以上の児童８０％以上

平均７０％以
上の児童８
０％以上 90.6% 113.3% A 〇

学力調査の通過率
平均通過率を各教科，全国平均+5Ｐ，
各学年通過率４０％未満を５人以下

通過率全国平
均＋５Ｐ
各学年通過率
４０％未満を５
人以下

〇

振り返りが言える児童の割合 90% 92.7% 103.0% A

教師評価で規律が身についている児
童の割合

90% 78.0% 86.7% B

生活指導重点目
標
５項目の徹底

児童による振り返りで５項目の得点平
均が２点以上になる児童の割合
委員会による強化週間，調査の評価
（年間３回，学期末１週間実施）

90% 92.1% 102.3% A

５項目の得点平均が２点以上になる児童の割合は概ね達
成している。しかし，平均として達成しているが，５項目全て
で達成している児童は85.7％である。また，教師の見取りと
して，特にあいさつや右側歩行など全校で十分に達成して
いるとはまだ言えない状況にある項目もある。

全校で取り組むべき重点項目を教員で周知し，児童会を
中心に委員会活動等で全校児童に知らせていく。児童会
掲示板等で，児童の目指す姿を提案したり，よい姿を知ら
せていく。

〇

生活向上アンケートの実施（年間３回）
「自分は誰かの役に立っている」と肯定
的に回答する児童の割合

90% 77.8% 86.4% B

「誰かの役に立っている」と肯定的に回答している児童の
割合は目標値を達成していない。係活動や委員会活動な
ど，自分の役割を果たすことが誰かの役に立っているとい
う実感がもてていないことや，個によって仕事ができていな
いことが要因として考えられる。

学級活動や委員会活動などの特別活動の中で，自分の役割を
果たすことの意義を児童に伝えていく。また，教師や児童相互の
肯定的評価を積極的に行い，活動への意欲を高めていく。そし
て，周りの児童からの感謝を伝える活動を増やしていく。

〇

生活向上アンケートの実施（年間３回）
「友達に認められている」と肯定的に回
答する児童の割合

90% 88.7% 98.6% B

「友達に認められている」と肯定的に回答している児童の
割合は目標値達成まであと僅かであった。個々の良さを学
級や学年の中で発揮する機会の少なさや，良さを伝える手
段を児童自身が知らないことが要因として考えられる。

個々の良さは，通常の授業の中でも，生活の中でも発揮
されていることが多いが，それに気づけていない場合が多
くある。そこで，児童が自分の良さを自覚できるように，「○
○さんの□□がいいね。」と教師から伝えていくようにす
る。また，児童相互の評価の場面で，「いいね！」と言う機
会を増やしていく。

〇

体力の向上 課題項目の解消 100% - - - -

コロナ禍の状況で，体力テストを実施できなかったため，課
題項目の直接的な解消はできていない。そのため，体力
の向上につながる活動を，新たに計画・実施する必要があ
る。

昨年まで体つくり朝会等で，筋力や持久力の向上を目的と
した取組を今年度は実施できていない。10月以降，３密を
回避できるように少ない人数，広い空間での体つくり朝会
を計画し，引き続き児童の体力の向上を図っていく。

〇

食習慣の定着

健康週間による調査で，「金メダルの数
（バランスの取れた朝食の摂取をして
いる児童の人数）」を８５％以上にす
る。

90% 66.0% 73.3% B

健康習慣による調査結果で，「朝食を毎日食べてい
る」の項目は92％，「金メダルの朝ごはんである」の
項目は66％が肯定的回答であった。栄養バランスが
整った朝食を食べていない児童が３０％以上いること
が分かった。

バランスの取れた朝食を食べることを啓発するため
に，保健だよりを通して，継続して情報を発信してい
く。また，調査結果を元に，食習慣に課題のある児
童の保護者には食習慣の重要性や学校での児童
の様子を伝え，食習慣の改善を図る。

〇

家庭での生活習慣
の定着

健康週間の調査で，全体の平均が４点
以上である児童を９０％以上にする。

75% 65.0% 86.7% B

昨年度の結果と比較すると，「手洗い」以外の全項目
で今年度の結果が下回っていた。特に，ＴＶやスマー
トフォンの使用時間に関する項目が，著しく低下して
おり，コロナ禍における自粛の中で，外出の時間が
減ったことが原因であると考えられる。

長時間電子機器を使用している児童に対して，生活
習慣を整えるように指導するとともに，感染症対策を
考慮した中で行うことのできる運動についての情報
を伝えていく。また，保護者に学級懇談会等で協力
を求めていく。保健だよりに調査結果と家庭で協力
を願うことを掲載して啓発する。

〇

地域を繋ぐ教育活
動の工夫

各学年，年に２回以上 100% 66.6% 66.6% C

6学年中４学年が実施している。
コロナ禍の状況で，実現できにくい活動がある中，生活科・
総合的な学習の時間を中心に，児童主体で，今だからでき
ることを考えて新しい取り組みに挑戦している。年２回を達
成していない学年は，今後実施する予定である。
（全校　三原市あかりプロジェクト参加等）

今後も，学年で早めに相談をして，積極的に講師の奨励
を実施したり，地域行事へ参加したりしていく。 〇

定期的な情報公開 月に１回以上 100% 100.0% 100.0% A
月に１回以上，全学年が，児童の様子や連絡事項を保護
者に知らせることができている。また，HPも計画的に更新
している。

本年度は，参観日が年３回となったため，学校での児童の
様子が保護奢に伝わりにくい。学習や活動の様子を具体
的に掲載する等，内容を工夫していく。

〇

時間外勤務月４５ｈ以下を6か月以上実
施

100% 50.0% 50.0% D

国や県・三原市の働き方改革取組方針に基づいて，職員の意識改革に
組織的に取り組んだが，全職員が45時間以下を達成できたのは６か月
中３か月であった。日々の互いの声掛けや定時退校日の確実な実施と
会議や業務の精選を行う必要がある。

職員のアンケート結果を基に，準衛生委員会や学校経営
会議や各種委員会等を活用しながら，退校時間の意識
化，業務改善の推進と行事等の見直しを継続的に行って
いく。

〇

時間外勤務１年間３６０ｈ以下実施 100% - - - -
毎月の時間外勤務時間と年間の勤務時間外の時間数を
意識することができていない。

週末に時間外勤務時間の集計を，月初めに個々の年間
のトータル時数を確認させることで意識を高めていく。 〇
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学習規律の徹底

基礎・基本の徹底 

専科と連携した学力向上強化週間の
実施
研修の充実（ICT機器の活用も含む）

友達との関わりの強化

健康教育と教
育活動の工夫
による運動能
力・体力の育成

年１回の生活習慣実態調査の実施，保
護者啓発活動の実施

全項目の中から課題となる項目（「２０
ｍシャトルラン」）の改善運動を全校で
実施する。

働き方改革(次世
代の働き方への体

制づくり)
計画的な時間外勤務の短縮

学年便りの作成
HPの更新

家庭学習の提出率は，僅かに目標値に到達してい
ない。日々の忘れ物が少なくないことや家庭学習が
できない児童の固定化が要因として考えられる。

授業始と授業終スタイルの統一化，話
型の指導の徹底

96.1%

保護者・地域か
ら信頼される学
校づくり

地域の行事への参加
ゲストティーチャーの奨励
幼・保・小・中の連携

栄養教諭と担任とのＴＴ授業，ＰＴＡ事
業の実施

健
や
か
な
体

生活指導項
目の指導の
徹底と体験活
動の充実によ
る豊かな心の
育成

あいさつ，時間厳守，ピカピカ無言掃
除，右側歩行，靴揃えの徹底

豊
か
な
心
の
育
成

評価計画

ｆ　評価項目・指標

自己肯定感の向
上

確
か
な
学
力
の
育
成

家庭学習の提出調べを行い，
７月１２月２月に提出率を調査する。

97%

キャリア教育の充実

令和２年度　　学校評価表 （　中間　）

ｅ　目標達成のための方策等

【ミッション】（自校の使命）　　自分を愛し，夢を語る児童の育成
【ビジョン】（自校の将来像）　地域・保護者の信頼を得て，前進する三原一の学校。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「三原小で学んでよかった」といえる学校
　

自己評価

ｊ
評価

三原市立三原小学校

ｉ
達成度

ｍコメント

・「自分についての考え
ようアンケート」をしっか
り活用や検討している
ことが良い。

・マスク着用のため挨
拶の声が少し小さくなっ
たように感じる。引き続
き「挨拶運動」の取組に
期待する。

ａ　学校教育目標
ｂ　経営理念

ミッション・ビジョン
夢や希望を持ち，心豊かな生きる力を身に付けた子ど
もの育成

ｇ
目標値

c　中期経営目標

家庭学習の提出の徹底

三原小授業モデル(アクティブ・ラーニン
グによる授業改善）の活用

ｄ　短期経営目標

言語活動の
充実と授業改
善による学力
向上

〇

振り返りが言える児童の割合は，目標値を達成している。日々の授業に
おいて，学び方を価値づけたり，振り返りの視点を示したりしていること
が要因として考えられる。
学習規律が身に付いている児童の割合は，目標値に到達していない。
授業の中で，しっかりと聞くことを投げかける場面を充分に設定できてい
ないことが要因として考えられる。

家庭学習の重要性を児童と共有したり，自身で家庭
学習に取り組める分量を設定させたりして，家庭学
習に取り組む意欲を支える。

学校関係者評価

ｋ
結果と課題の分析

桜山タイムや学力朝会で取り組めばよい内容につ
いて検討する校内研修を行い，児童の学力向上を
支える支援体制を構築していく。

単元テストの目標値に対して，国語科では１３／１４
学級，算数科では１０／１４学級が達成している。特
に算数科では，学習内容が難しくなる第４，５学年が
未達成である。児童のつまづきをどのようにフォロー
するか，学年を越えた検討が必要である。
学力調査の通過率については，調査未実施のため
評価できない。専科と連携した学力向上強化週間
は，例年通り４年生５年生を中心に実施する予定。

ｎ 改善方策

・字を丁寧に書く，自分
の考えや友達の考えを
まとめて書くなどノート
の使い方が上手な児童
が増えている。

・コロナ渦の中，計画的
に授業を進めている様
子が伺えた。

ｌ 評価

・児童の実態を把握し，
その結果をもとに家庭
との連携を図りながら
取組を進めようとしてい
ることが良い。

・コロナの影響もある
が，外で遊ぶ機会が
減っているので，休憩
時間や体育の時間に
しっかりと体を動かす
きっかけを作ってほし
い。

・地域のイベントに参加
するなど，今できること
を子供たちに発見さ
せ，積極的に取り組ん
でいる様子が伺えた。

・先生方の勤務時間に
ついては今後の課題で
ある。評価項目につい
て見直し，改善を図ると
よい。

99.1% 〇

授業において，ノートをまとめる時間や発表や聞くことを中
心にする時間を設定することで，児童にメリハリを意識さ
せる。児童の発言を繰り返すペア学習を仕組むことで，発
表者の意見を聞く必然性をもたせる。

A

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００ Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ:自己評価は適正である。 ハ：わからない。
ロ：自己評価は適正でない。


